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1 まえがき
「情報革命」の出現は，経営理論および経営実務に大きな変化を与えつつあり，こ
れらの変化はさらに将来において加速される傾向にある。 70年代の経営者は，これら
(1) 
の変化に遅れずについて行くことがますます必要になってくる。
拙稿「経営事務論に関する一考察」（商学論集第六巻第一号），「オフィス・マネジメ
ントの新しい傾向」（商学論集第六巻第二号），拙著「事務管理論」（青山書店）を書いた
当初以来，経営学における事務管理論のわれわれの基本的理解については何ら変りは
ないが，しかしこの約10年間に数多くの文献も発表され，また電子計算機の活用も急
激に進展し，これらの分野における研究は，量的にも質的にも大きく発展している。
それ故，それらを振り返り，新しい内容を吸収しつつ，あらたに検討を試み，再整理
してみる必要があると感じ，その試みの出発点としてこの草稿を作成する。
事務が生産する情報の価値は，主としてそれが経営の意思決定にどれだけ
貢献するかという度合できめられる。そして経営における意思決定の有効性
は，経営の追求する価値実現に対し，そのような意思決定が，終局的にはど
れだけ寄与をなすかによって測られるぺきものである。勿論個々の意思決定
は，経営のおかれた環境的諸条件に依存し，また他の意思決定と互に結びつ
き，全体を通じて非常に複雑な関連をなし，そして最後には経営の目的に対
(2) 
する貢献という産出へとつらなっている。
(1) Toel E. Ross, Management by Information System, 13970 (Prentice-Hall) 
p. vi, ix. P. P.ショーダーベック編穴吹義教他共訳「マネジメント・システム
（上）」（昭46,産業能率短大出版部） p.147 
(2) A. M. McDonough, Information Economics and Management'Systems, 
1963. (McGraw-Hill)．松田武彦，横山保監修長阪精三郎訳「情報の経済学と経営
システム」（昭41,好学社） p.ii. 竹中直文編著「事務管理と経営機械化」（昭41,
経営情報システム論序説 (I) （中辻） (143) 241 
このように経営システムのなかにおける一つの体系をもった情報システム
としていかに認識するかを検討することに，「事務管理論」から質的に変化し，
発展した「情報管理論」，「経営情報システム論」の課題がある。また経営学
のなかにおけるそれらの地位を，同様の観点から明確にすることも必要であ
る。
ながい間，事務は，購買，生産，販売，そして財務など，経営本来の業務
活動のうちに包含されつつ，しかもそれらと何等区別されることなしに，同
時的，一体的に行なわれてきた。かかる状態のもと，人々は，事務という所
在をはっきりと意識せず，もちろん事務がこのような経営諸活動と本来の性
格を異にする別個の機能だということを認識することほむしろなかった。そ
こでは他の機能（製造，販売，財務等）の範疇と，事務という概念の範疇に
(3) 
対する正確な認識のメルクマールが与えられず混同して把握されていた。
それは，エ湯に直接関係しない一一販売をのぞいて一ーあらゆる企業活動
が，相対的に無意味であるという生産第一主義による経営の長い先入主，ぁ
るいはまた，事務が，企業利益の創出の積極的なファククーでないこと，し
かも消極的なファククーとしても，努力を払う割には，それに要する時間や
努力に対してその金銭的効果が僅少である，というごとく，事務費用に対す
る正確な情報をもたず，あるいはまた，事務管理の改善について科学的手法
の発展が十分でなかったこと等の理由によるものである。
いままで事務が軽視されてきたことは，わが国においてほ「事務」という
言葉の概念の不明確さにその特色を示している。一般に，「事務」という言葉
が，広く常識的に，暖昧な意味に，たとえば単に生産に対して事務とか，技
術に対する事務とか，事務室内部の書記的作業というような漠然とした用い
かたや，いわゆるヨミ，カキ，ソロバンというような現象的なとらえ方，範
囲の狭いものと考える程度に不明確に使用されてきた。
それ故，多くの人々にとって，事務活動ほ第二次的な関心事にすぎず，経
産学社） p. 228. 拙稿「経営情報の経済性に関する若干の考察」（関大研究双書第
24冊）
(3) 小野寛徳著「事務管理」（昭31, 同文館） pp.3~4. 26 
242 (144) 経営情報ヽ ンステム論序説 (I) （中辻）
営者ほこの重要な領域を鮮明な焦点に集中しようとはしなかった。かつて事
務が有形な使用価値のある製品を直接生産しないため「必要悪 (necessary
(4) 
evil)」であるという誤解をさえうけたこともあった。
しかるに企業規模の拡大，社会活動の高度化，多様化は，必然の結果とし
て，事務の種類と複雑性の倍加，事務量の激増とその質の高度化をもたらし
(5) 
た。さらに特に近代経営にとって重要なことは，事務はマネジメントにとっ
て，二面性の一面を形成する極めて重要な側面であるということが認識され
たことである。高度の経営管理活動を効果的に遂行するためにほ，完全で有
効な， しかも迅速性をもった種々の型の情報を必要とする。それらの経営情
報の作成，処理，伝達，提供こそ事務活動である。近代経営管理活動は，効
果的な経営情報の裏づけを切実に要求し，いまやその積極的な，能率的な提
供なしには，経営の総合的計画，管理，業務諸活動の合理的な遂行が不可能
になってきた。それ故，事務活動（情報処理活動）は，積極的な意味で経営
になくてはならぬ重要な機能であることが認識されるとともに，再検討の課
題が与えられるようになってきた。
このことは他面，事務費用の増大化傾向をもたらし，無視できないものが
あらわれ，その点からもその節減に経営者が注目するようになってきた。し
かしこれほ事務費用そのものの増大にも原因するが，また別に最近の競争激
化による各企業の原価切下げの努力が，この分野で残された未開拓地である
事務費用に向けられることになったともみられる。また売上高の増加が困難
となり，またそれがただちに利益の増加になるとはかぎらない現状において，
事務費用の減少は，消極的ながら利益の増加となる上に，売上高の増加が一
時的である場合が多いのに対して，事務費用の節約は継続的な効果があるか
(6) 
らでもある。
以上のごとき「事務」に対する一般的な考え方の変化を，さらに「事務管
(4) 拙稿「経営事務論に関する一考察」（商学論集第 6巻第 1号）
(5) 岸本英八郎編「コンピ ューター経営」（昭43,河出書房） pp.154~155 野々口
格三著「事務管理新論」（昭44,同文館） pp.3~6 
(6) 拙稿前掲論文
経営情報システム論序説 (I) （中辻） (145) 243 
理論」から「経営情報システム論」までの研究発展過程を追いながら取り上
げることによって，この研究分野の新しい展開を以下に探ってみたい。
(1) 
2 事務管理論の形成
事務管理論の思想の発芽の時期は，大体1910~1930年頃とみられ，その時
代の文献として次のようなものがあげられる。
① L. R. Dicksee and H. E. Blain, Office Organization and Manage-
ment, 1906. 
R J. W. Schulze, The American Office; Its Organization, Management 
and Records, 2nd ed., 1913. 
⑧ J. W. Schulze, Office Administration, 1919. 
④ L. Galloway, Office Management, 1919. 
⑥ W. H. Leffingwell, Schientific Office Management, 1917. 
⑥ W. H. Leffingwell, Office management; Principle and Practice, 1925. 
⑦ W. H. Leffingw:ell and E. M. Robinson, Textbook of Office Mana-
gement, 1950. 
イギリスの会計学者のディクシーが，プレインとともに①の著書を刊行し
た。彼等ほ，事務の効果的発展のための事務所のもつ役割の重要性を認め，
「事業にとって，事務所は時計のスプリソグのようなものである。よい事業
組織の事務所ほ会社の頭脳である。それほ機構全体の中枢神経でなければな
(2) 
らない。」 と述べている。しかしこの頃はまだこのような見解ほ一般的なも
のではなく，事務は多くの場合，会計機能に包含され，またその仕事の一部
(1) この節は下記の文献の参照引用による。
古川栄一，高宮晋編「事務管理の理論と方式」（昭39,有斐閣） pp.6~14 
小野寛徳著「事務管理」（昭38,経林書房） pp.70,..;,72 
同上著「経営事務管理」（昭44，経林書房） pp.71~77 
同上著「経営事務論」（昭45,丸善） pp.9~20. 
涌田宏昭著「経営事務管理論」（昭40, 白桃書房） pp.12~26 
野々口格三著「事務管理新論」（昭44,同文館） pp.10~16. 
小林末男著「近代事務管理論」（昭46,千倉書房） pp.40~46. 
(2) 古川栄一他監修前掲害 pp.6~7. 
244 (146) 経営情報ヽンステム論序説 (I) （中辻）
として，他の機能に付着した状態で考えられるのが普通であった。
初期の事務管理思想の形成について主導的な役割を演じたのは，やはりア
メリカであった。シュルツの③の著書ほ，アメリカにおける事務管理のまと
まった最初の著作であり，③の著書は，これをさらに大きく発展させたもの
である。事務部長およびコントローラーの経歴のある実務家であり，大学講
師でもあった彼は，実践と理論の結合に重点をおいて事務管理論の形成に貢
献するところがきわめて大であった。彼は経営管理における基本的機能とし
て，製造，阪売，財務，会計および経営 (administration)の5つをあげ，事
務機能は基本的機能とはいえないが，特定部門に補助的に付着しているので
はなく，事業体のすべての部門を統合的に補助する機能をもっていることを
強調している。また次のように述べている点は注目すべきである。 「むだを
除こうとする一般的熱望の結果は，能率運動と科学的管理法運動のうえに具
体化された。工場は動作を省き出来高を増すこと，すなわち原価を低めるた
めのすべての企画をつうじて，最も大きい注目をひいてきた。いまや事務所
は，ようやくそれ自身のものを得つつある。文献の欠如と，事務が別のもの・
だという感覚の欠如とは，工場で確認された原理の事務所への適用を，遅ら
せた責をいくらか負うべきである。しかし，アメリカ全体として見ると，ぃ
くつかの原理があちこちで実際に適用されているのを見いだす。気のつかな
いままに，事業会社は，大体において（事務組織および管理の科学）ともい
(3) 
うべきものを形成した。」
レッフィングウニルは，テーラーの科学的管理法 (F.W. Taylor, The 
Principles of Schientific Management, 1919) を事務所管理に導入し，その
研究体系の基礎づけを行なうことにつとめ，さらにその実際的適用に努力を
払い，画期的な業績を残した。最初の⑥の著書は，主として科学的管理法を
機械的に事務所に適用したものであり，さらに主著⑥において，事務手続の
基礎に横たわる科学的基礎理論を明らかにするために事務管理問題を大きく
次の 4つの観点からとり扱っている。
「（ i) 事務管理の基礎に横たわる理論と原理
(3) 小野寛徳稿「事務管理の発展と体系」（古川他監修前掲書） p.10参照
経営情報ツステム論序説 (I) （中辻）
(ii) 事務管理問題の分析
(iii) 標準化
(iv) 統制の方法
(147) 245 
(i)は，近代産業における事務所の位置づけや，管理の基礎としての原理
などをとり扱う。経営近代化にともなう事務抵・事務員の増大と，事務の重
要性を考える。そして事務の本質を，けっきょく (a)記録またほ会談
(writing or interviewing), (b)計算 (computing)および(c)分類とファイリソ
グ (classifyingand filing)などの課業に求める。また，事務所を産業によっ
ていくつかのクイプにわけて観察するが，この見かたは，それらの内で行な
われる事務の種類による見かたほど，重要なものではないと考えている。
(i) は，（a）事務の経営に対する関係，（b)統制に必要な事務工程，（C）事務成
果測定の単位などをとり扱う。彼ほここで，事務機能 (officefunction)を，
生産，販売，財務，会計その他の 4つの主要機能と同様に，経営の主要機能
(major function)の一つとする。その理由は，（a）経営が事務機能なしに成り
立たないこと，（b）他の機能と同じように，高度の専門知識と訓練と経験とを
要することにある。ついで，事務機能の本質を考え，これを結合機能 (link-
ing function)だと解釈している。事務工程については，その分析と工程改
善や成果測定の方法をくわしくとり扱っている。
(ii)の部は，標準化を(a)事務成果（製品），（b）計画と日程，（C）事務所，（d)
機械設備と材料，（e）事務方法，（f）人事などについて解説する。彼は，事務の
成果を製品とみる考え方をもっているが，もちろん現今の「情報」のような
明確な思想として考えてはいない。
(iv)の部は，（a）事務の流れ，（b）事務成果測定，（C)事務標準の設定（おもに
動作，時間研究による），（d）事務の計画（エ程計画， 日程計画），（e）能率給制
度，（f）予算統制などをとり扱っている。とくに，事務の予算を設定する場合
に，事務量を時間単位で表現する方法を説いているのほ，現在の事務量測定
技術の先駆をなす思想として重要である。たとえば，販売の注文あたり事務
(4) 
分単位 (clerial-minutes-per-orderunit)がこれである。」
(4) 小野寛徳稿前掲論文 pp.12~13 
246 (148) 経営情報システム諭序説 (I) （中辻）
さらにロビンソンとの共著である⑦では，事務を事務所という場所的なも
のから切り離して．経営活動そのもののなかから事務を抽出し．事務を経営
活動に奉仕する 1つの作業 (workor operation) として把握し．事務の実体
を作業として規定する。そしてその作業の基本的なものとして下記の 3つの
タイプに分類する。
「①記録とコミュニケーツョンを含む書記 (writing)，あるいは面談 (inter-
viewing) 
②計算 (computing)
③分類と整理 (classifingand filing) 
彼らは，これを第 1に経営活動における事務作業の役割，第 2に事務作業
は生産的なものか否か，第 3に事務作業による製品は何か．という 3点から
説明している。
まず，第 1の点については，事務作業の働きが．経営体における各部門の
調整と結合とをになうもので．それぞれの部門の仕事がうまく果たされるよ
うに，これを援助するものであるとしている。たとえば，注文書作成の事務
作業は．その作業によって，受注部門とそれに関連する各部とが結びつき．
それらが適切に活動できるよう調整される。すなわち，事務作業があっては
じめて．経営活動のなかの諸活動は適切に結合され，調整されると考えたの
である。事務作業の機能を．経営活動における調整，結合機能に求めたのが
この見方である。
第2の点については，事務作業は．そのものが生産に直接参加したり．ま
た生産したりはしないが．もしこれがなければ，生産活動を合理的に行ない
えない．すなわ知事務作業の援助があって生産活動が営まれているのであ
るから．事務作業は生産的なものであると考えたのである。
第3の点については，事務作業による製品は， 1つの望まれた結果 (ace-
rtain desired result)であると考えた。たとえば，生産．財務，販売などの
活動を結びつけるように努めるという resultである。そして．この事務
作業による製品に要求されるものとして．①その結果は望まれたものでなけ
ればならない。ということは．それは期待され，それがなされることが，利
経営情報システム論序説 (I) （中辻） (149) 247 
益になると信じられたからでなければならぬということである。③それは，
経営の基本的機能の 1つを遂行することを可能ならしめ，あるいはそれをよ
り容易になさしめなければならない。③それほ，経済的に行なわれねばなら
ない。すなわち，この機能が生ずる費用の点で経済的に果たさねばならない
(5) 
のである，という 3点をあげている。」
レッフィングウニル以後，大体1950年頃までの多くのアメリカの事務管理
論は，根本において，彼の思想と理論構造を発展させたものと考えられる。
さらに内容的には，その後の新しい管理や技術がとり入れられ，一方生産に
おける工場管理の理論構造と技術とが手本にされたことも認められる。
⑧ J. H. MacDonald, Office Management, 1927. 
⑨ H. L. Wylie, Office Organization and Management, 1927. 
⑩ J. W. Newner and B. R. Haynes, Office Management, 1953. 
等があげられる。
ワイリーは，事務所を経営管理と結びつけて考慮し，「事務所の目的ほ，企
業の各部門にサービスを提供することにある。……事務所はそれ自体ビジネ
スではなく，統制機構 (controlmechanism)が存在する場所である。……事
務所は生産と販売との間の統制センクーとして奉仕するものであって，企業
の神経系である。事務管理部長 (offic~ manager)の義務ほ，他の部長と協力
することにある。そして，彼の仕事は他の部長から協力を得るにある。とい
うのほ，経営組織における統制機構を確立するには，協調ということが，権
威よりも，経営組織を成功的なものとするために大きな役割を演ずるからで
(6) 
ある。」
つまり，経営活動は事務所を通じてうまく結ばれ， 1つの統合的活動を遂
行できる。事務所ほ，経営の諸活動を統合し，結合するものであり，その場
所である。そこに統制機構が存在する。彼はこのような側面から事務所を解
(7) 
明した。
(5) 涌田宏昭著前掲書 pp.18~19 
野々口格三著前掲書 p.15 
(6), (7) 涌田宏昭著前掲書 p.14 
248 (150) 経営情報システム論序説 (I) （中辻）
またニューナーやワイリーは，事務管理の効果的展開を支える重要な要素
として人事の問題をとくに重視している。
ニューナーの事務管理論には，事務の作業環境としての事務所，建物設備
や，機械工具，材料，作業方法などの標準化や，事務活動の計画化や統制化
および近代的視点からの情報生産に対する思想が，担当程度みとめられる。
さらに1959年改訂版で「事務のオートメーション」を新しく詳細にとり扱っ
(8) 
ている。
3 近代的事務管理論への転換
1950年代になると，技術革新の思想と技術，事務機能に対する再認識によ
って，事務管理論ほ，画期的な転換を行ったとみることができる。それらを
代表する研究は，わが国でもすでに翻訳され出版されている。
C. B. Hicks and I. Place, Office Management, 1956. 
岸本英八郎，涌田宏昭訳編「事務管理」（昭36, 日本生産性本部）
C. L. Little field and R. L. Peterson, Modern Office Management, 
1956. 
石川正一，上原孝吉共訳「これからの事務管理」（昭34,産業図書株式会社）
G. R. Terry, Office Management and Conむol,3rd ed. 1958. 
菊地武訳「事務管理の科学」（昭34, 日本事務能率協会）
ここでは彼等の事務の機能に関する考え方に重点をおいて，若干の特色を
紹介しておく。
(1) 
まずヒックスとプレースは以下のように述べている。
事務作業を文書作業としてのべることほ便利であるけれども，実際には文
書それ自体は，あらゆる種類の情報を組織内へ流すための媒体でしかない。
電話とか，接待係の行動とか，会談などのように，文書によらない事務はた
くさんある。だから，事務をたんに文書処理と考えず，むしろ情報処理と考
えるほうが有益であり，事務の機能は，どんな場合でも，必要なサービスを
(8) 小林末男著前掲書 pp.45~46 
(l) 岸本英八郎他訳編上掲書 pp.17~79 
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できるだけ経済的に，能率的に供給することである。それ故，事務所という
ものを「場所的」に認識するよりも．むしろ「機能的」に把握することによ
り，はじめて組織のなかで行なわれているすべての事務を組織化し，整理化
し，標準化し，監督することが可能となる。また事務管理にあたえられた真
の課題ほ，事務サービスの能率をそこなわずに，それを維持し，増進するこ
とであり，一方においてそこにひそむムダを発見することだといえる。この
ように機能的に理解する場合，事務管理機能の専門的担当者としてのオフィ
ス・マネージャーは，（i)能率的な事務の生産のために，自分の部下を組織
しなければならないとともに，（i)事務機能を企業の他の機能と調整するた
めに組織しなければならない。特に後者の問題ほ重要である。というのほ事
務ほ，企業の他の機能の遂行を促進するための 1つのサービス機能であるた
め，それらの諸機能からはなれて活動することはできないからである。オフ
イス・マネージャーは，事務サービス機能の諸要素を，効果的に調整するた
めに組織する前に，その事務サービス機能が組織の他の機能といかなる関係
にあるかをよく認識しなければならない。また事務とは何であるかを，ほっ
きりと知らなくてはならない。オフイス・マネージャーは．事務部門が経営
内の他の機能にたいしていかに役立ちうるか，すなわち事務部門はそれら諸
機能のそれぞれ負っている職責の遂行にいかに奉仕しうるかを， iまっきりと
伝えるぺきである。これほたんにやっかいな組織上の問題であるだけでなく，
1つのむづかしい売り込みの問題でもある。しかし，それができなければ，
事務管理は経営管理の 1つの明確な領域として展開され得ないのである。
このような認識ほ，新しい事務機能，事務管理のボイントを理解するため
に特に重要であると考える。
事務機能の新しい認識とともに，さらに彼等もまた事務作業に適用可能な
科学的アプローチを適用することの必要性を認め，以下の14項目におよぶプ
ログラムほ，完全なものとはいえないにしても，しかし事務管理を手早くチ
ェックするのに役立つものであろう。それらはまた，どこの事務所でも，ま
ずそこから着手すぺきであるという点を示すとともに．さらに事務管理の主
要な分野をも網羅しているものである，と述べている。
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(1)経営における事務上の問題を分析するための科学的なパターンを設定す
る，（2）事務管理と事務作業とを分離して考える，（3）事務活動の統制を集中し
て行なう，（4）機械化を採用する，（5）システムと手続とを研究する，（6）動作研
究と作業単純化とを適用する，（7）よく検討された企業内訓練計画を発展させ
る，（8）指導手引書を開発する，（9）事務所配置の改善を考える，（10)帳票を検討
する'(11)報償制度を採用する，（12)記録の廃棄制度を確立する，（13)事務景測定
を行なう，（14)事務の品質と数量についての標準化と管理制度を採用する。
以上のように彼等の研究は，近代事務管理論の基礎として情報の機能的把
握に非常に新しい展開を示して来た特色が指摘できるとともに，やはりその
実体をなす事務作業管理そのものにも科学的方法を適用している点が重要で
ある。 (2) 
リトルフィールドとヒ゜ークースンは次のように述べている。
事務の生産物は情報である。事務過程の多くは，情報の収集，処理，記録
および伝達に関するものである。正確で適切な情報が供給されれば，情報を
論理的方法で利用するという前提に立つ以上，管理的決定の打撃率は非常に
高いといえよう。情報が不適切で古ければ， よい決定が行われるしまずがない。
事務の目標は管理を一層有効かつ経済的にするものでなければならない。事
務管理という作業は，企業組織全般と，生産，販売，財務のような主要職能
に関しての基本的過程を遂行するように，全般および部門的管理を援助する
ことである。それと同時に，事務の監督者は自分自身の作業を計画し，組織
し，統制しなければならない。したがって事務管理は，二重の役割―あら
ゆる他の職能に奉仕するスタッフ関係と，事務を直接監督する場合自分の配
下にあるライン関係 を演ずると言われることが多い。
彼等が事務の生産物を情報であるとした見解，および事務管理の二重の役
(2) 石川正一他訳前掲書 pp.1~34 
＊ 管理の過程について次のように説明する。管理は絶えざる決定の流れー~企業
活勁の計画，組織および統制上必要な諸決定—を作ることによって行われる。決
定ほ判断を反映する。判断の良否はそれを用いた思考過程の健全さと，判断の基礎
となる情報の妥当性と完全性によって決まることが多い。管理の良否が事務のいか
んによって決まるのは，健全な判断に対する第二の要件に関してである。
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割をもつ関係を明確にしながら，情報を媒介として，経営と事務管理の関係
を総合的に理論づけた点は，特に重要であり，われわれの事務概念，また事
務管理の目的に対する考え方に大きな影響を与えるものである。
(3) 
さらに，テリーは次のように述べている。
事務作業は助長的機能 (facilitating.function) をもっている。事務作業は，
企業における諸活動を融合させるにあたって必順の手段であり，あらゆる企
業の活力である。ある意味では，事務作業は近代経営における「触媒反応の
動因 (catalyticagent)」とよぶことができる。
事務には，インフォメーツョンの口頭による伝達ならびに，記録およびリ
ボートの作成がふくまれている。これらは多くの項目を迅速に要約して，経
営者の行なうコントロールにたいし実際的な基礎をあたえる。その真の存在
理由は，所要のインフォメーションを必要とする人に，時をえ，所をえ，そ
して方法をえらんで提供する助長的なサービス機能として貢献する点にある。
さらに，事務から提供されたインフォメーションの分析と解釈にたいして，
今後いっそうの強調がなされるであろう。より多くの事実が必要となり，ま
た適度な期間内にそれが提供されるにつれ，どの資料がなぜ必要であるかを
決定する問題があらたな意義をもつにいたるであろう。そこで事務管理は，
「あらかじめ規定された目的を達成するために，事務作業とそれを遂行する
人事を計画，組織，執行そして統制することである」と定義づけることがで
きる。そこであらかじめ規定された目的には，次のようなものがある。 a)妥
当な期間と妥当な努力，そして妥当な費用の支出で事務作業を完遂する。
b)効果的に管理するために，適切なインフォメージョンを供給する。 c)要請
されたサービスを提供し，口頭と筆記双方のインフォメーション活動を促進
させることによって，企業内のその他の主要な機能における業務の履行を支
援する。
彼が事務の機能を，経営活動を推進する媒体として，その積極的な役割に
ついてさらに強調すべきことを示唆した点に注目すべきであると考える。こ
の点は事務のスタッフとしての性格に関連して後で検討しようと考える。
(3) 菊地武訳前掲書 pp.3~45 
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以上のように歴史的にみる場合，事務管理論のまず最初主流をなしたもの
は「事務能率論」であり，理論的にいって科学的管理法の原理の事務所，事
務作業に対する導入と適用であり，事務手続分析，事務の職務分析，事務の
標準化，統制の方法，工程管理，事務方法，事務能率，事務成果の測定，事
務所設備，機械器具，ファイリング オフィスレィアウト，帳票設計などの
管理技術等がとりあげられた。またさらに，それらが効果として追求するも
のほ，事務作業に関する直接的な労働節減と事務原価引下げの問題であった。
しかし，このような事務所という場所的思考を中心とした部分的研究，事務
作業の基本的要素の分析や能率管理より次第に発展して，かかる事務が何故
に存在し，その事務が経営の構成においてどのような機能を担うものである
かを，本質的に究明しようとする点にその研究の重点が移行されてきた。換
言すれば，事務所中心的思与，事務の作業管理的研究より，事務の機能的把
(4) 
握，事務の機能自体の意味の強調へと顕著な発展を示している。
4 事務概念
常識的に書記作業とか，あるいは事務室内部の作業であるとか理解してき
たのほ，きわめて一面的，表面的，現象的側面のみにおいて事務を把握した
にすぎず，事務という形式においておこなわれているところの事務そのもの
(1) 
の本質的な機能はなんら解されていないものである。
たしかに事務作業そのものは，製造工業における各作業のごとく，科学的
管理法の適用等により，次第に標準化し，常規化し，機械化されて，能率化，
合理化されてきたが，その作業活動のなかで理解し，体系化し，判断し，決
定するという知的活動， しかも社会の高度化，経営の進歩発展につれて，そ
の目的と意味を変えていくその本質的理解が不十分であった。
新しい事務組織を確立し，近代的な事務管理を展開するためにほ，事務機
能の特長を十分に認識した上でなければならない。特に，経営活動において，
事務が，他の機能に対していかなる役割りを果しているかを認識することが
(4) 涌田宏昭著前掲書 pp.11~26 
(1) 岸本英八郎稿「事務管理論の基本問題」（企業会計11巻15号）
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最も必要な問題である。
経営事務の近代的な性格は，次に説明するような 2つの課題をもっている。
(1) まず如何にすれば効果的に他の経営機能に貢献しうるか，業務機能，
管理機能，経営機能との結びつきが最も合理的であり，それらに最もよく奉
仕できるようになるには如何にあればよいか，しかもそれが組織全体の目標
に対して効果的であるようにするためには，どのように経営全体の事務活動
を調整すればよいか，という，適切な情報の処理と提供が「経営活動に貢献
する性格を向上させるというファンクショナルなつかまえ方」が第一の重点
であり，
(2) しかる後に，「作業要素的なつかまえ方」として，「事務作業自体の能率
化，事務の作業管理のための科学的方法の適用」が問題としてとり上げられ
るぺきである。
それ故近代的な事務ほ，
(1) (i)高度の経営管理に十分に利用し，役立たせうるような適切な情報
を供給し， （i)要請されたサービスを提供し，経営内のその他の主要な機能
の遂行を支援することにあり，
(2) しかもその事務活動を妥当な期間と妥当な努力，そして妥当な費用の・
支出で完遂する必要がある。
経営事務の近代的な性格ほ，このような 2つの課題を担ったものである。
それ故，この 2つの課題を適当に配合し，両方をともにできるだけ満足せし
めるような方法を考えねばならない。たとえば，むやみに事務費をきりつめ
て近視眼的な経営をしようとすれば，経営管理に必要な資料や情報が提供が
なされなくなって，その結果ほ主要目的の達成を害することになりかえって
不利益となる。 「正しい意味での事務能率とは，多数の事務員を持つことや，
新式の備品，事務機械を備えることや，事務の遂行方法を単純化することや，
またある種の専門技術を採用することだけではない。こういうものほ能率の
(2) 
幻影を与えるにすぎないであろう。」 しかし一方消極的ファククーとしても~
事務費用の節減の効果も決して無視してはならない。若し事務費用節減の努
(2) 石川正一他訳前掲書 p.16 
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力を怠り，絶えまなく増加しつつある事務の負担に対するわれわれの解答が，
常にその負担を処理するために新しい事務員を加えることにあるならば，ゎ
(3) 
れわれは自分の費用の幾何級数的増加の中にいることを見出すだけである。
いままでの事務管理の発展をみると，「作業要素的事務管理」に重点がおか
れ，作業階層の事務手段だけを問題とし，事務そのもののとり方とか，事務
の手段としての文書，帳簿の問題など物理的設備等を中心としたものが主と
して研究の課題となり，上記の第 2としてあげた事務の個々の詳細な点にあ
まりにも没入し，末節的とり扱いや手法や用具の吟味をこととし，事務また
は事務の成果がいかなる意味をもち，いかに重要な役割をはたすかという全
(4) 
体的視野を失った見方であった。
今後，この事務管理が，経営の他の分野に伍して正当な地位を得ようとす
れば，この事務管理活動全般，その内部の相互関係，ならびに企業の他の主
要活動に対するこの事務管理の全体的関係について広い総合的な見解をもつ
ことが必要である。リトルフィールドらも述べるごとく，「結局において，事
務の機能に関する真の尺度をなすものは，手段の大小や複雑さではなく，そ
れが組織全体の目標に対してどう貢献するかということでなければならな
(5) 
しヽ。」
5 サイパネティックス研究の影響
事務の実質的内容ほ，情報の作成，処理，伝達，提供であることが認識さ
れ，またそれらの情報が経営活動に対して果す機能的役割を重視するように
なってきたが，さらにそのような効果的な情報処理過程の設計，運営（経営
情報システム）のために，経営を総合、ンステムと考え，情報ヽンステムをその
サブ・システムとして包摂させる新しいッステム的アプローチを導入するこ
とが，新たにクローズアップされてきた。この考え方は N. ウィナー
(3) R. W. Fairbanks, Successful Office Automation, 1956. p. 4. 
(4) 山城章他共著「近代経営と事務管理」（昭35, 日本事務能率描会）
同上稿「事務の理論」(PR第8巻第3号）「経営事務論の性格と体系」(PR第8巻第
8号）
(5) 石川正一他訳前掲書 p.16 
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(Wiener)のサイバネティックス (Cybernetics)の思想と，さらにその後開発
された多くの情報理論，、ンステム技術等に多大の影響を受けて発展してきて
いる。そのような最近の研究をもさらに包含し，新しい発展傾向を検討する
必要がある。
アメリカの天才的数学者 N.ウィナー (1894~1963)が1947年に，「サイバ
＊ 
ネティックス」という著書を発表した。これは一口で言えば，機械の自動制
御の原理と動物の神経活動とに共通した制御 (control)と通信 (communica-
tion)に関する理論について書かれた書物である。
この本の第 4章「フィードバックと振動」の最初の所で，背髄や小脳に損
傷をうけた 2人の患者が，精神病院の診察室にはいってくる様子を次のよう
(1) 
に書いてある。
背髄に損傷をうけた患者は，手足が麻痺しているわけでもないのに彼の足
は思うように動かず，左右の足を身体の前に次々に投げ出すように蹴りなが
ら一歩一歩あるいている。目かくしされると立っていることができず，地面
によろめき倒れてしまう。
もう一人の小脳をおかされている患者は，椅子にかけて休んでいるときに
は，どこもぐあい悪いように見えない。しかしシガレットを差出すと，彼は
それを取ろうとするがうまくつかめなくて，手が先の方に行きすぎてしまう。
つぎに反対方向に手を動かすが今度もうまくつかめず，手が後の方に行って
しまう。このような繰り返えしをして，手の運動が無益な振動状態におちい
る。水のはいったコップを彼にわたすと，それを口にもってゆくまでに，同
様の振動をはじめてコップを空にしてしまう。
このような 2人の患者は一体普通の人間とどう違うのであろうか。例えば
われわれがテレビを見る場合と比較して考えてみよう。画面を見ている目や
耳の知覚神経にはいった刺戟が，まっすぐに脳の中に行き，現在の画面が面
＊ ギリシア語のキューベルネーテース（舵手）からつくられた語で，この語のラ
テン語の形「グーベルナトウル」から，英語の「カバナー」（統治者，調整器）とい
う言葉が由来している。
(1) N. ウィーナー著池原止支夫他訳「サイバネティックス」（昭37, 岩波書店）
p. 115. 
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白いか，あるいは調整が好いか悪いか等を判断し（目標との比較），若し変更
を必要とする時（目標と実際との差異発見）は，ただちにそこから命令が出
て，運動神経をへて筋肉に伝わり，その筋肉を伸縮してチャンネルを変えた
りし，若し満足すべき状態（目標と一致）に達すれば，それを知覚神経が惑
知して運動神経の動きを止めるように命令される。
またわれわれが道路を歩いている時によく次のような経験をする。前から
人が歩いてか， 自転車に乗ってかして，まっすぐに自分の方に近づいてくる
時，自分が左によけると，ほとんど同時に相手も左側にさっと身をかわす，
それであわててこちらが右によけると，なんと相手も右にうつる。場合によ
っては，ほとんどぶつかりそうになるまで，お互いに同じ側によけながら近
づいてしまうことがある。この現象も， 目からはいる情報が脳に伝えられ，
反射的に運動神経に指令が伝わって，足が方向転換する。すなわち，目→脳
(2) 
→足→目→脳→足と繰り返される現象である。
このような人間の行動の原理を一般的に要約すると次のようになる。
(1) 外界の状態を観察する。
(2) どのような手を打てば良いかを判断し，決定する。
(3) それに従って実際に外界に働きかける。
(4) その結果を目標と比較検討し，まずい点があれば打つ手を修正する。
(5) 上記(3), (4)を必要な都度繰り返して目標に到達する。
これらの手順を，正確かつ迅速に行なうために機械的に自動化したものが，
自動制御 (automaticcontrol) である（自動制御と単なる機械化との相違ほ，
後者の場合にほ上記手順のうち(3)のみが機械にまかされているにすぎない点
にある。） 自動制御の場合，上記手順を行なう主体を制御装置，慟きかけら
れる客体を制御対象，その両者を総称して自動制御系と呼んでいる。また手
順の(4)をフィードバックと呼んでいる。これが自動制御系の中で一番重要な
機能である。またフィードバックには，情報の伝達，すなわち通信が常に重
(2) 計画と統制の種類を，生物体における情報と自動制限とに比較して考察した場
合の例については，拙稿「意思決定と経営惰報 (2)」（商学論集第14巻第 3号）
pp. 74~76参照のこと。
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要な役割を演じている。
ウイナーは，フィードバックを次の如く説明している。 「われわれが，与
えられた一つの型通りに或るものに運動を行わせようとするとき，その運動．．．．．．．．．．．． 
の原型と，実際に行われた運動との差を，また新たな入力として使い，この
ような制御によってその運動を原型にさらに近づけるということである（傍
(3) 
点引用者）。」 実際の動きや変化の結果を， 目標や予定と比較し，その偏差
を見出し，その偏差を零に近づけるためにさらにその動きを調整するように
還元する制御作用である。
先程の 2人の精神病院の患者は，運動神経や筋肉は十分に強力健全である
が，知覚神経がおかされて，情報の伝達が弱められ，フィードバックに故障
(4) 
を生じた結果あのような状態になったと考えられる。人間をふくめあらゆる
生物体には程度の差こそあれ，神経系統によるフィードバックコ、ノトロール
の｛動きがある。この原理を基本的な共通原理として，自動制御機構を統一的
(5) 
に研究しようとする点にサイバネティックスの一つの特色がみられる。
通信と制御という共通問題を，われわれはさらに経営組織活動にも適用し
て考えることにより，すなわち経営を有機体として同様に考察することによ
り，情報処理機関と情報伝達組織に対する新しい接近が生れる。経営管理ヽン
ステムとの相互関連において経営情報システムを，制御と通信の原理を媒介
として分析，設計するアプローチをわれわれに示唆した点に，サイバネティ
(6) 
ックスによる一つの大きな影響がある。
さらに，サイパネティックス研究で行なわれた新しい研究方法，態度に意
義がある。いままで全然別個の専門領域と考えられた研究者たちが協同研究
に参加して，チーム活動により総合的，共通的に問題をとり上げたこと（学
際的アプローチ (interdisciplinaryapproach)）により，いままでの分業的，
(3) N.ウィナー著池原他訳前掲書 p.8. 
(4) 前掲書 pp.115~116 
(5) 本多波雄著「情報理論入門」（昭35, 日刊工業新聞社） pp.1~6 
(6) S. Beer, Cybernetics and Management, 1959. 
岸本英八郎著「現代経営管理論」（昭36, 中央経済社） pp. 89~90 
拙稿「システム研究つにいて」（商学論集第7巻第5号）
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専門的傾向の強化により諸分野のあいだにだれからも見捨てられていた境界
(7) 
領域の空白地帯をも，稔り豊かに発展する見込みのある土地であることを示
したことに学ぶべき大きな問題がある。
第3に，共通性という面で解析して行くとともに，それぞれの間の差別性，
(8) 
本質的な相違という問題にも注目を怠らなかった点が重要である。第二次産
業革命の影聾をうけるわれわれおよび次の世代に対して，人間の価値を尊重
する社会をつくるために，十分な計画と思想の面で生ずる多くの闘争とを必
(9) 
要とすることを見解として示している。システム研究において，いまだこの
第3点の考察ほ十分に行われていないと反省する必要がある。単純に有機体，
あるいは純粋にメカニカルな存在と見て処理することによって生ずる内部的
問題（動物の細胞組織や機械の構成単位と比較して，経営組織の構成要素の
中には，人間という複雑な要素のあることを無視して他の要素と同様な取り
扱いをして考えていることから生ずる問題）と，外部社会環境ツステムとの
調和の問題（社会全体を一つの全ヽンステムとして考えたトータルシステム
アプローチの問題）を軽視していることから生ずる外部的問題とに力をそそ
がねばならない。エンジニャリング的傾向の多くなる‘ンステム研究に対し，
マネジメント的要素，社会科学的性格の導入強化を計ることに努力せねばな
らない。
6 残された問題
経営情報ヽンステムヘのアプローチとして残された問題にほ，従来の事務管
理研究の分野とは異った新しい研究の影響をさらに追求するために，一般ヽン
ステム理論，経営ヽンステム，および経営情報ヽンステムそのものの探究，それ
らの具体的分析，設計に関する研究，さらにそれらによってもたらされる経
営上の影響，効果，特に経営問題の解決に対して与えられる可能な貢献と，
経営組織問題に対する衝撃に関する問題等がある。
(7) N. ウィナー著池原他訳前掲書 pp.2~3 
(8), (9) 前掲書 pp.34~35 
